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7 月 11 日 、 東 京 ・ 原 宿 で 「 公 園 か 
ら の 締め 出し 許す な ! 場 を と り 戻 せ 、 
排外 主義 反対 デモ 」 が 多く の アナ キ 
スト 、 武 装 パ ンク ス 、 外 国人 、 市 民 
ら の 結集 に よっ て 闘い ぬか れ た 。 

外国 人 の 生き る 場 と し て 機能 し て 
いた 代々 木 公園 を 一 方 的 に 封鎖 し た 
東京 都 、 そ し て 「 不 法 滞在 」 を 名 目 
に 逮捕 、 強 制 送還 攻撃 を お こ な う 警 
奈 、 入 国 管理 局 に 対す る 怒り は 戦闘 
的 デモ と な っ て 大 爆発 し 、 外 国人 と 
合流 し つつ 原宿 解放 区 を 現 出さ せ 、 
「 感 動 で 血 が 逆流 し た 」「 も う 思 い 
残す こと は な い 」 と の 声 も 上 が っ た 。 

公園 は 警察 の 所 有 物 で は な い | ] vane ] 
我々 の も の だ ! 締め 出さ れ た ら 、 原宿 駅 前 完全 制圧 ! イラ ン 人 ら の 声援 に 迎え られ 、「 フ ァ シ ズム 粉砕 ! 」 





締め 出せ ! ( 2、3 面 に 詳報 掲載 ) 「 警 察 帰 れ ! 」 の 大 合唱 が 響い た 。 
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締め だ され た ら 締め だ せ / 





さる 4 月 28 日 、 そ れ ま で イラ ン 人 
を は じ め と する 何 千 人 も の 外国 人 に 
と っ て の 「 埋 い の 場 」 三 生き る た め 
の コミ ュ ニ ティ ー と し て 機能 し て き 

た 東京 ・ 代 々 木 公園 原宿 門 付近 一 帯 
が 、「 植 裁 整備 工事 」 の 名 の も と 突 
然 東京 都 に よっ て 工事 フェ ンス に 囲 
まれ た 。 「 外 国人 治安 管理 支配 」 を 
a A 

た 東京 都 に よる この 「 公 園 封鎖 、 外 
国人 締め 出し 」 は 、 警 察 、 行 政 一 体 
と な っ た 差別 排外 主義 攻撃 に 他 な ら 
な い 。 こ れ と 前 後 し て 「 こ の 公園 は 
偽造 テレ ポン カー ド や 麻薬 な ど が イ 
ラン 人 元締 め に よっ て 取り 引き され 
る 場 」 な どの 情報 が 拡大 し て マス コ 
Se みみ Vaan. 「 イ ラン 人 犯罪 
者 」 の 意識 誘導 が は か られ て いっ た 。 
「 外 国人 犯罪 キャ ン ペ ー ン 」 が 煽 ら 
れる 中 、 現 在 ま さ に 外国 人 の 生活 の 
場 が 解体 され よう と し て いる の だ 。 
また 「 代 々 木 公園 植 裁 工事 」 以 降 、 
毎週 日 曜日 、 入 国 管理 局 (入管 ) は 
何 折 人 も の 職員 を 動員 し 、 公 安 警 察 
や 機動 隊 の 支援 を うけ つつ 無 差 別 な 
外国 人 狩り 込み を お こない 、 こ れ ま 
で に 数 百人 以上 が 「 不 法 就労 」「 不 
法 滞在 」 を 口実 に し た 暴力 的 「 摘 発 」 
の も と 強制 送還 させ られ て いる 。 





い 進 撃 。 


アナ キス ト 





これ ら 日 々 いっ そう 強化 され つつ 
ある 排外 主義 攻撃 を 実力 的 に 粉砕 し 
て いく BOONES eC. Tat 


日 東京 ・ 渋 谷 に お いて 「 外 国人 排 原 
反対 ! 代々 木 公園 締め 出し や め ろ ! 


場 を 取り も ど せ 7 ・11 原 宿 行動 」 が 
渋谷 ・ 原 宿 生 命 と 権利 を か ちと る 会 
( い の け ん ) 、 カ ラバ オ の 会 、 在 日 


道路 を 封鎖 する 第 4 機動 隊 (渋谷 交差 点 で ) 
Riot Police blockaded streets/ sibuya. 
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TK 々 公国 を と り も ど せ | 」 シ ュ ブ レビ コ ー ル を あげ な が ら 江 人 を ぐい 
“We shall win back the Park!” 








March goes on! 


アジ ア 人 労働 者 と 共に 闘う 会 や この 
他 個 人 有志 か ら な る 「 原 宿 バ トリ 実 
行 交 な ぷ で に よっ て で て 呼びかけ ちぢれ た 。 

T LIAB ASER RIFE, BS 
と し て 組ま れ た この 日 の 闘い に は 多 
く の 市 民 、 外 国人 、 そ し て 各地 か ら 
アナ キス ト 、 さ ら に は 戦闘 的 パン ク 
ス が 結集 し た 。 

集合 場所 と な っ た 神宮 通 公園 に は 
お び た だ し い 数 の 機動 隊 、 私 服 公安 
刑事 が 配置 され 参加 者 に 局 喝 を 加え 
る 。 これら 妨害 に も か か わら ず 参 加 
者 は 続々 と 結集 し 、 午 後 3 時 、 150 _ 
人 以上 に ふく れ あ が っ た 参加 者 は 小 
集会 の 後 、 元 気 よ く デ モ に 出発 。 


HOD 





い の け ん グル ー プ の 赤黒 旗 を 先頭 
に ボブ ・ マ ー レ ー の 三 色 ラ スタ 旗 が 
上 が り 、 そ こ へ 無政府 部 隊 の 巨大 な 
RIE D 一 6 本 が 林立 。 ド クロ を 染め 
ぬい た ガイ コツ 黒 旗 も 上 が り シ ュ プ 
レヒ コー ル に も 気合 い が は いる 。 

「 排 外 主義 反対 」 の プラ カー ド や 
ベル シャ 語 の 横断 幕 も 見 られ 、 阻 止 
線 を 張っ て 行進 を 妨害 する 機動 隊 を 


原 、 連 続 ア ビ ピール 。Utterances with rage against Po- 








lice and Immigration Control Bureau at speakers coaner/ Harajuku. 


OT = DO) Opes Sa EG 
の 街頭 を ぐい ぐい 進撃 。 先 導 車 か ら 
は 日 本 語 だ け で な く ペ ル シ ャ 語 、 英 
語 、 中 国語 な ど で 「 外 国人 排 反 対 、 
公園 締め 出し 弾 効 !」 が 呼び か けら 
れれ た る 

THE hA SAARE 」 
「 入 管 体制 解体 ! 」 の コー ル と と も 
に DISCHARGE, ANTI-SYSTEM 、DOOM、 
VARUREBRSO な どの ハー ドコ アパ ンク を 
拡声 器 か ら ガ ン ガ ン 響 か せる 暴 騒 音 
ハー ドコ アデ モ を も っ て 機動 隊 に 多 









大 な 精神 的 苦痛 を 強制 し た 。 
原宿 駅 を 完全 制 


Ry 


デモ 隊 が 、 代 々 木 公園 も 近い 原宿 
駅 付近 に さしかかっ た 時 、 当 日 早朝 
か ら 警 察 の 妨害 で 現場 付近 を 締め 出 
され て いた 外国 人 が どこ か ら と も な 
く ご どっ と 突然 登場 し 、 デ モ 隊 の シ 
ュ プ レヒ コー ル に 合流 、 警 察 の 監視 
体制 の ある な か 、 外 国人 た ち は 自 ら 
の 危険 を 承知 で 「 警 察 帰れ ! ファ シ 
ズム 和 粉砕 ! 」 の 声 を 次 々 に あげ る 。 
ERETT 撮影 や 機動 隊 配 置 で 威 
跡 せ ん と する も 、 沸 き 起こ る シュ プ 
レヒ コー ル に よっ て 警察 の 権威 は ズ 
FRI TATAE SAh 
原宿 駅 前 を 占拠 、 制 圧し た デモ 隊 
の 中 か ら 「 す ば らし い 光 景 に 涙 が あ 
ふれ で た 」 「 感 動 で 血 が 逆流 し た 」 
「 も う 思 い 残す こと は な い 」 と の 感 
想 も 聞か れ た 。 








デモ 終了 後 、 参 加 者 は 原宿 神宮 橋 
まで 実力 行進 を 勝ち と り 、 街 頭 集 会 
を 貫徹 、 外 国人 売春 婦 問 題 や ドイ ツ 
ネオ ナチ て 武装 対決 する 反 フ ァ シ ズ 
ム 運 動 の 状況 な どの 報告 の 他 、 イ ラ 
ン 人 、 中 国人 が ハン ド マ イ ク を 握り 
公園 締め 出し 紐 弾 の 発言 が あつ い だ 。 

この 後 、 神 宮前 区 民 会 館 で 集会 が 
あり 排外 主義 攻撃 の 状況 や 今後 の さ 
ら な る 闘い が 確認 され た 。 


排外 主 








ら な の だ 。 排外 主義 、 強 制 送還 攻撃 
に さら され て いる 外国 人 と いか に 具 
体 的 連帯 を か ちと り 、 闘 争 を 構築 し 
て いく の か の Bee ys Ab la 「 あ 
ら ゆ る 国境 、 国 家 の 解 体 」 を 明確 に 
か か げ 、 人 人 管 体制 、 排 外 主義 攻撃 を 
徹底 的 に 破壊 する 闘い を 展望 し て い 
か な けれ ば な ら な い 。 

本 文 草 で は 「 外 国人 」 と いう コト 
バ を 使用 し た 。 し か し 「 外 国 」 と は 
国家 が 勝手 に 決め た も の で あり 、 人 
に 「 外 国 の 人 」 も 「 内 国 の 人 」 も な 
い の で ある 。 日 帝国 家 下 に ある 我々 
は 「 外 国人 」 と は 立場 は 違う 。 ピ 明日 
に で も 強制 送還 され る 「 不 安 」 と い 
っ た も の は な い 。 こ の 点 を 当然 ぉ ふま 
OD) AAT ED ICO 
な コト バ の 概念 自体 を 越え うる 闘い 
を こそ 構築 し 、 国 境 を 越え た 連帯 を 
創出 し て いか ね ば な ら な い 。 k 





@707F7 ZAPO の 闘い 

Basa SATS roy Ty 
ブ で は グル ー プ ZAPO が 精力 的 な 反 
戦 運 動 を 展開 。 機 関 紙 コ ム ニ ス タ 
で 682 クー ニン 燈 ど の アナ キズ 
ム 思 想 を 紹介 する 他 、 ア ナ キ ズム ・ 
エコ ロジ ー 論 な ど 現 代 的 テー マ に 
も 取り 組ん で いる 。 

数 年 前 に は 内 戦 下 ひ ザ グレ ブ 市 
内 で 事 、 警 察 の 戒厳 体制 を 突破 し 
た メン バー20~30 人 が デモ を 闘い 、 
反戦 闘 逢 を 呼び か けた 。 

を $e フラ ンス 反 ル ・ ペ ン 共 同行 動 

3 月 13 日 、 極 右 国民 戦線 党首 ル ・ 
ベン の パリ 近郊 訪問 を 実力 阻止 す 
る た だ ため の デモ が デラ ンス ・ ア ナ キ 
スト 連盟 や SCALP ( ル ・ ペ ン に 絶 
対 ト ド メ を 刺す 会 ) や 左翼 グル ー 
プ に よっ て 闘わ れ た 。 こ れ を 妨害 
する た め に 登場 し た ファ シス ト や 
機動 隊 に 対し 、SCALP メン バー や 
アナ キス ト 部 隊 は トマ ト を 投げ つ 
け て 応戦 する な どの 果敢 な 「 戦 闘 」 
を 展開 し た 。 

を $ を イギリス BEAREZIMH 

IHH: TTEA RTF 
ンズ ム 運 動 グ ルー プ 、 ア イル ラン 
ド 人 グル ー プ な ど 約 450 人 が ロン 
ドン ・ ハ イド パー ク に 結集 し キル 
バー ン ま で の デモ を 闘っ た 。 途 中 
100 人 以上 の ファ シス ト が 武装 襲 
撃 を 仕掛 け て きた が デモ 隊 は これ 
を 実力 粉砕 し た 。 
ネパール スト ライ キ 闘 争 連帯 

RISE E Ny FY — EEC h 
マン ズ ) の 労働 組合 は 施設 改善 と 
交 全 な 労働 環境 獲得 を 掲げ 、 1 月 
2] 日 か ら ス トラ イキ に 突入 し て い 
る 。 こ れ に 対し 資本 側 は 、 労 働 監 
Say (DOL) と 一 体 と な り ス ト 破 壊 、 
組合 つぶ し 攻撃 を 強め 、 ス ト 参 加 
者 や その 家族 に 暴力 的 選 喝 を 加え 
て いる 。 世界 各地 の アナ キス ト や 
AIT (国際 労働 者 協会 を は じ め 
ETATS IRFU J 
ン パ な ご ど を 通じ た 同 労組 へ の 支援 
を 呼び か け て いる 。 連絡 先 等 は A 
Res Cc: 
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回 この ERI ZEZ 


6 月 9 日 皇 太 子 の 結婚 儀式 が 行わ 
れ た 。 天 皇 制 護 美 キャ ン ペ ー ン を 推 
進 す る マス コミ は 、 結 婚 相 手 と し て 
小和田 雅子 が 決ま る や 、 国 家 の 意 向 
に 実に 上 忠実 に 小和田 を ほめ そ や す キ 
YUN Ye GS levee ae cle 
民 を 星 室 に 迎え る 」「 素 晴らし い 経 
歴 の キャ リア ウー マン 」 「 美 し く 、 
気品 が ある 」。 何 度 聞 いて も 反 吐 が 
HHS ORI CHS. 

資本 家 、 官 僚 と し て 日 本 帝国 主義 
を 支え て きた 「 優 良家 系 」 の な か に 
あっ て 、 金 を 湯水 の ご と く 使 うこ と 
に より 大 学 に 入り 、 海 外 留 学 し 、 高 
WE OIE + ARTS AED {ay ALD 
だ な の か 。 COIDA BSc 
庶民 と いう 言葉 は 使え な い の だ が 、 
皇室 と 比べ れ ば その 他 は 、 し ょ せん 
「 庶 民 」 に 過ぎ な いと いう 「 本 音 」 
が 出 て いる と も 言え る 。 

そう いっ た 「 麻 民 」 で あっ て も 、 
高 学 歴 で 「 美 人 」 で な けれ ば 「 嫁 」 
に し て も ら え な いし 、 和 皇室 と は それ 
ほ は ほど まで に (ei &2AELT 
広く 「 国 民 の 合意 」 を 得 て い る と い 
う の が 、 こ の 国 の 現状 な の で あろ う 。 

天皇 制 と は 、 ま さ し く そう し た 意 
識 に 文 え られ て 存在 し て いる 。 TE 
室 」 は 人 々 と は 別 の 高位 の 存在 と し 
て あり 、 そ こ で は 「 万 世 一 系 」 と い 
う 家 系 、 そ れ を 保障 する 装置 と し て 
の 家族 制度 や 戸籍 制度 が 天皇 制 を 下 
か ら 支 えて いる 。 

結婚 に あたっ て 相手 の 家系 を 調べ 
る と か 、 学 歴 、 収 入 の 高低 が 、 あ る 
い は 「 日 本 人 」 で ある の か が 、「 当 
人 」 で は な く 「 家 」 と っ て 判断 基準 
と な る 。 こ うし た 意識 は スト レー ト 
に 天皇 制 に 結び つい て いる 。 マ スコ 
ミ 報道 に よっ て 、「 小 和田 雅子 は 、 
本 当 に 皇室 に ふさ わし い 人 だ 」 と 思 
い 込 むこ と で 、 意 識 は 、 家 族 制 度 や 
戸籍 制度 、 そ し て 「 外 国人 」 に 対す 
る 排外 主義 意識 、 身 分 差別 、 戦 業 差 
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別 と いっ た も の を 自己 増殖 させ て 、 
さら に は それ が 天皇 制 を 支え る 根 っ 
子 と な っ て いく の で ある 。 

今回 の 結婚 儀式 に 対す る 闘い は 、 
まき じ し じ てく 衝 う し た 天香 制 を 支え る 根 
底 的 な 意識 と の 闘い と し て も ある の 
だ と いう こと を 、 は っ きり と 確認 す 
る 必要 が ある 。 


終日 どこ か で 闘い が 


京都 で は 、 様 々 な 仲間 た ち が 、 い 
ろ ん な 場所 で 早朝 か ら 闘 い を 開始 し 
Je 

京都 大 学 で は 、 な ん と か し て 「 日 
の 丸 」 を 揚げ よう と する 大 学 当局 に 
対し て 、 学 生 た ち が バ リ ケ ー ド を 築 
いて 阻止 行動 を 行ない 、 当 局 は 掲揚 
を 断念 せ ざ る を えな か っ た 。 ま た 、 


祝日 の 強制 に よっ て 休校 と な る こと 
に 反対 し 、 各 大 学 で 自主 講座 が 行わ 
れ た し 。 同志 社 大 学 で は 、 大学 当局 
の 休校 の た め の ロ ッ ク ア ウト に 対抗 
し 、 パリ ケー ド 失 問 民 作る こと に よ 
っ て 逆 に 門 を 開放 し 、 一 日 中 大 学 を 
解放 し た 。 

我々 アナ キス ト 部 隊 は 、 午 前 10 時 
か ら 四 条 河 原町 で 行わ れる 『 天 皇 制 
の 強化 を 許さ な い 京都 実行 委員 会 』 
に よる 情 定 活 動 に 参加 し た 。 右翼 に 
よる 妨害 が 予想 され る た め 、 我 々 は 
戦闘 用 の 旗竿 を 用 意 し 、 防 衛 の 決意 
を みな ぎら せる 。 ROE, ABO 
宣 車 が 通り か か り 、 交 差 点 の 真ん中 
に と まっ て 、 妨 害 の 放送 を 始め た 。 
これ に 対し 、 す か さ ず 闘う 仲間 た ち 
が 駆け 寄っ て 抗議 し 、 車 に 体 当 た り 


を あび せ た り 、「 日 の 丸 」 を 車 か ら 
9 き 朱 が ぞ ウ と も た だ りや た 。 GRN: 
た ま ら ず に 送 げ 出し た の で ある 。 こ 
OLLI, GBlwWEUTIANnT, 
徹底 し て 闘う こと が 必要 だ 。 な め ら 
れ て は 負け で ある 。 右翼 より も 「 左 
Al の ほう が ずっ と 恐ろし い の だ と 
いう こと を 充分 知っ て も ら う 必要 が 
の る だ ろう 。 

つづ いて 、 午 後 1 時 か ら 『 同 実行 
RAZI の 主催 する 集会 に 参加 し た 
あと 、 す ぐさ ま 移 動 し 、 閣 陽 教会 で 
行わ れ て いる 「 何 が メデ タイ 皇 太 子 
『 結 婚 』 ? 京都 発 一 女 た ち は 祝 わ な 
い 」 集 会 に 合流 し た 。 こ の 集会 は 、 
様々 な 現場 で 運動 に 取り 組む 女性 た 
ち が 、 女 性 の 立場 か ら 「 結 婚 儀式 」 
避 反 半 の 声 あ 上 げ で いこ うと い ゅ うこ 
と で 持た れ た も の で ある 。 天皇 制 を 
支え る 家族 制度 、 戸 籍 制度 に よっ て 
抑 庄 され て いる 女性 自身 が 、 結 婚 儀 
若 硫 AO もち JL が っ た こと は 、 KE 
制 と 根本 的 に 闘っ て いく うえ で 有意 
義 な こと で あり 、 今 後 こ れ を 軸 に し 
て 反 天 旦 制 運動 の 豊富 化 を 図っ て 行 
く 必要 が ある 。 

集会 後 、 様 々 な 闘い の 現場 か ら か 
けつ けた 仲間 も 合流 し 、 デ モ に 出発 
Lia. 468 アナ まん スト の は K 
皇 制 打倒 、 国 家 解 体 」 の 横断 幕 を 押 
し 7 て 、 BS Fb TT AIO 
『 ビ バ ・ ラ ・ レ ボリ ュー ショ ン 』 な 
ど ご どの ラジ カル な パン クサ ウン ド を 装 
か せな が ら 行 進 し た 。 

デモ 隊 は 、 一 車線 に 押し 込め よう 
と する 警備 の 警官 を 終始 圧倒 し 、 片 
側 車線 全て に 広がり 進ん だ 。 四条 河 
原町 の 交差 点 で は 、 ア ナ キ スト 部 隊 
が 真 先 に ジ ク ザ グ デ モ 、 渦 巻き デモ 
を 開始 し 、 こ れ に 学生 の 部 隊 等 が 続 
く 。 交差 点 の 中 は 。 デモ 区 で あお られ 
か る る よう だ 。 だ が 移動 し よう と 
し た その 矢先 、 私 服 刑 事 が 一 斉 に 静 








A whole figure of the rally. 








Anarchists guard street actions from rightist’ attack. 


いか か っ て 来 た 。 続 いて 機動 隊 が 規 
制 に 入る 、 デ モ 隊 は 、 逮 捕 し よう と 
する 警官 を は ね の けつ つつ 乱戦 と な っ 
た 。 し か し 一 人 の 硝 捕 者 も 許さ ず 、 
闘い 抜い た の で ある 。 

解散 地点 に お いて も 、 規制 に か か 


る 機動 隊 に 対し 断固 た る 対応 を 取り 、 


旗 持 で 防戦 し つつ 、 無 事 公 園 に 撤収 
By cor 

いつ も の こと だ が 、 闘 い の 後 の ビ 
ー ル は 実に ウマ イ 。 と 、 闘 い の 一 日 
は 終っ て いっ た 。 


来生 の 取り 組み に 全力 を あげ よう 


今年 の 闘い は も ちろ ん 続く の だ が 、 


来年 は 特に 、 京 都 に あっ て は 重要 な 
闘い を 展開 し な けれ ば な ら な い 。 
来年 一 年 間 に わ た っ て 繰り 広げ ら 


5 月 4 日 、 バ ル セ ロ ナ の グラ シア 
地区 に ある グ エ ル 公園 近く の 家屋 を 
占拠 する こと に 成功 し た 。 な ん と こ 


の 家 の 家 主 は 日 本 人 投機 家 で あっ た 。 


KALI CECEN の が し あし て 
儲け よう と する 許し が た い 資 本 家 で 
ある 。 お まけ に こい つの 弁護 士 は 、 
「 俺 に は 殺し 屋 が つい て いる 。 占拠 
を や め な けれ ば 死人 が で る ぞ 」 と ふ 
ざけ た 脅し を か け て くる よう な 人 物 
と きた 。 ヤクザ と 資本 家 は 一 身 同体 
こい う 典 型 的 な 見 本 で ある 。 占拠 当 
日 に 、 そ の 投機 家 は 警察 を 連れ て や 
っ て 来 た が 、 ス クウ ォ ッ ター 達 の 強 
力 な 抗議 に よっ て 追い 返さ れ 、 再 び 


れる 「 建 都 1200 年 祭 」 は 、 京 都 を 拠 
点 と し た 天皇 制 に よる この 列島 各地 
へ の 侵略 、 虐 殺 を 祝い 、 正 当 化 し よ 
うと する 文字 通り の 天皇 制 行事 で あ 
So 京都 府 側 は 、「 健 康 都 市 づく り 」 
な ど を 持ち 出し て 本 質 を ご ま か そ う 
と し て いる が 、 京都 の 1200 年 間 の 歴 
史 は 、 天 皇 制 と 一 体 の 歴史 その も の 
で あり 、 絶 対 に これ を 許す こと は で 
き な い 。 来年 一 年 間 の 反 天 皇 制 の 闘 
い は 、 会 場 か ら 遠 く 離 れ た デモ や 集 
会 で お 集 を に ご す も の と し て で は な 
く 、 文 字 通り 直接 行動 と し て 展開 さ 
れ な けれ ば な ら な い 。 闘い の 蓄積 を 
も っ て 、 我 々 アナ キス ト は 、 そ の 開 
い の 最 先頭 に 立 と う で は な いか 。 や 
Ay Far | 








KA CEWC RED 5 Fe, 

現在 、 そ の 家 で は 、 コ メド ー ル ・ 
ポプラ ー ル (民衆 食堂 ) が 開か れる 
こと に な っ て お り 、 計 画 は 着 々 と 進 
ew AS で し て また だ 、 人 ん の 情 
報 交換 や コミ ュ ニ ケー ショ ン の 場 と 
UG, 4 シン キャ カフ ェ を 作る こと こ だ 
に も な っ て いる 。 既に 生活 の た め の 
住居 と し て 機能 し て いる こと は も ち 
ろ ん で ある 。 (from A. N. A) 
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も う 3 年 前 の こと に な る 。 日 雇い 
労働 者 の 街 、 大 阪 ・ 釜 ケ 崎 で 、 地 元 
西成 警察 畔 の 汚職 事件 が 暴動 へ と 発 
展 し 、 数 日 に わた っ て 戦闘 が くり ひ 
ろ げ られ 数 百名 に お よぶ 逮捕 者 を だ 
す 「 釜 ケ 崎 暴動 」 が あっ た 。 汚職 事 
件 へ の 直接 的 色 り だ け で な く 警 察 に 
よる 日 常 的 な 暴力 支配 に 対す る 炉 り 
が 爆発 し た も の で あっ た 。 

当初 、 西 成 署 に 対し て 向け られ て 
いた 攻撃 は 、 テ レビ 、 新 聞 報 道 な ど 
を 見 て 駆け つけ た パン クス や 中 ・ 高 
校生 ら が 一 般 商店 、 タ クシ ー な ど を 
BBS LEDC CD OBB + WBE 
CLARY — | LCoS. 

「 警 察 に 対す る 闘い は 正義 の 闘い 
だ が 、 商 店 97 VY —-AOMR - 1B 
撃 は よく な い 。」 

Z DEROAN AWI, ART 
う 主 張 し て いた の が 印象 に 残っ て い 
る 。 パ ンク ス 、 中 ・ 高 校生 ら は ニュ 
ー ス を 見 て 「 警 察 許 せん ! 労働 者 の 
闘い に 合流 し よう ! 」 と 思っ て 駆け 
つけ た の で は な い 。 「 西 成 で 何 か オ 
モロ イ こ と に な っ と る で 。 行っ て み 
いひ ん か 。」 と の 興味 で 来 て みた と 


VIOLENT AGE 


A LISHMAMALL 生き て いろ る 
お 前 は 禁 旋 都市 に 生 ミ て い 


お 前 は ナイ フ と チェ ー ン 、 
も うお 前 は 輝け られ な い 
ALILHD HEL TIS 
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今日 は 何 を 壊 そ うか 
ボリ 公 を 殺せ は I0 あ た 
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ある パン クス の 「 和 釜 ケ 崎 暴動 で の 思 
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ころ に 、 全 体 の 騙 乱 状況 下 で 自ら も 
高揚 し て 「 す げ ー や ん け 。 自 分 も 石 
投げ た ろ 。」 と な っ た の で ある 。 


スー パー 襲っ て な に が 悪い ん や 


「 畠 動 を 階級 的 に 組織 し 蜂起 、 内 
乱 」 を めざす 左翼 は 、 こ れ ら 労働 者 
以外 の 暴動 参加 を 「 労 働 者 の 闘い と 


は 別 の も の 」 と 明確 に 区 別して いた 。 


確か に 労働 者 の 馴染 み の 酒屋 、 ド ヤ 
を 前 う の は 今 考え れ ば 「 よ く な い 」 
こと で は あっ た か も し れ な い 。 し か 
し ファ ミリ ー マ ー ト や 自動 販売 機 を 
襲っ た の は イケ ナイ こと だ っ た の だ 
ろう か 。 前 者 は 巨大 資本 の 端末 機構 
だ し 、 後 者 自販 機 な ん か は 1 台 あ た 
り 1 家庭 分 の 電力 を 消費 する 大 型 冷 
感 庫 で あり 、 そ の 商品 で ある 向 ジ ュ 
ー ス は ば く 大 な 電気 で 製造 され た ア 
ルミ 和 缶 に 入っ た 侵略 資本 コカ ・ コ ー 
ラ な の で ある 。 さ ら に どちら も し っ 
か り と 保険 に 入っ て いる の だ 。 原発 
に 反対 する 左翼 な ら ば 、 む し ろ 自 ら 
が 破壊 し て まわ る ぐら いし て も よ か 
っ た ん じゃ な い だ ろ 一 か 。 資本 に よ 
っ て 押し つけ られ た 産業 社会 機構 を 


な ん ら 和 疑わ ず に 受け 入れ て これ を 破 
壊す る 側 を 責め る の は お か し いん じ 
や な い だ ろ ー が 。 cx COCR Cas 
た 時 「 君 の 言う こと は まぁ わか らん 
で も な い が 、 ハ デ な 破壊 活動 ば か り 
報道 され た ら 労 働 者 の 闘い が ね じ ま 
げ て 伝え られ る か ら 」 と いう 言葉 が 





60 年 代 、Punx Not Dead と し て パン ク ・ ム ー ブ メ ント の 第 2 波 攻撃 と な っ た ハー ド 
コア パン ク は 、 既 成 ミ ュー ジッ クシ ー ン の 解体 だ け で な く 暗 畿 と し た 社会 情況 下 、No 
Future! Fuck Society! と 、 そ の 攻撃 性 、 戦 闘 性 を さら に 昇華 させ て いく 形 で 多く が 
アナ キズ ム 運 動 、 左 翼 運 動 に 合流 し て いっ た 。 政党 、 
せら れ た の で は な く 、 パ ンク 自体 が ひと つの 独立 し た 戦闘 軸 と し て 反 体制 、 反 社会 を 
プア ジテ デー ポト だ の だ っ た 

パンク て 運動 の 可能 性 を さぐる べく 本 紙 で も 模索 し て ( \ き た い 。 今回 は ひと まず 、 
い 出 」 を 紹介 し て その サワ リ と こと CCA Li 
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治 運動 の 補完 物 と し て 機能 さ 


返っ て きた 。 し か し 、 し か し で ある 。 

彼ら 若き パン クス も 学校 の 管理 孝 
育 で 、 日 本 社会 の 中 で 、 個 を 抑圧 さ 
れ 続 け て きた 者 た ち で ある こと を 見 
逃し て は な ら な い 。 日 常 の 管理 支配 
下 に あっ て 、 う っ 積 し て いた 不満 が 
釜 ケ 崎 と いう 場 を 提供 され る こと で 
爆発 し た の で ある 。 

イギリス な ど に 比べ て 、 階 級 性 を 
育 景 と し な い 日 本 の パン ク は ファ ッ 
ンション に 純化 する 傾向 が 強い と 言わ 
れる 。 と ころ が どっ こい 、 パ ンク の 
ちか ら は 結構 奥深 さと いっ た も の が 
あっ た の だ っ た 。 機動 隊 に 向け て 石 
を 投げ て 、 車 を ひっ くり 返す の は 反 
権力 を 闘っ て 来 た 者 で も 勇気 が いる 
も ん で ある 。 「 み ん な が や っ て る か 
ら 目 分 も 」 と いう いわ ゆる 「 日 本 的 
感覚 」 も 作用 し た の か も し れ な い 。 
し か し それ で も パン クス は や っ た の 
で ある 。 喪 し いこ と に 「 し ょ せん パ 
ンク 」 と いう の が 左翼 の 評価 で ある 。 

バン クス 自身 、「 階 級 的 に 組織 」 

され る の な ん て ゴメ ン だ が 運動 の 側 
は バンク の 認識 を も っ と 深め て も よ 
い の で は な い だ ろ うか 。 中 年 活動 家 
に 、 ハ ー ド コア を 聴か せろ と 言っ て 
る わけ じゃ な い 。 

「 暴 動 の 場 」 を こん ど は パン クス 
が つく り だ す 可 能 性 は 充分 に ある の 
だ か ら 。 

将来 的 な パン ク と 運動 と いう 2 つ 
合 論 の 展開 に 期待 し て て 
くれ と 訴え つつ 今日 は ツ カ ミ と いう 
SG どり 8 そる ず こ こま で に じ て お 
こう 。 ペ ー ジ の 余裕 が あれ ば 次 回 あ 
た り は 「 パ ンク て 武装 」 か な ん か に 
つい て 書い て みた いと 思っ て いる 。 


MAKING PUNK 


A THREAT AGAIN 
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5 月 18 日 、 デ ンマ ー ク 政府 は EC 
統合 の た め の 「 マ ー ス トリ ヒト 条約 
批准 国民 投票 」 を 実施 し た 。 前 回 の 
投票 で は 批准 に INE J」(=NO) 


と いう 結果 が で た た め (昨年 6 月) 、 


今回 は 「 修 正 案 」 と いう 形 で 再度 提 
出し 、 再 投票 を 行なっ た の で ある 。 

これ は EC 統 合 で 「 仲 間 は ずれ 」 
に され 経済 権益 を 失う こと を お それ 
た デン マー ク 政 府 の 必死 の あがき で 
あつ た ど 言 えた よう 。 か る うじ で そ 奉 成 


派 の 「 勝 利 』 と いう こと に な っ た が 、 


反対 京 を 投じ た 人 々 も 、EC そ の も 
の に 反対 し た の で は な く 「EC 統 合 
の メリ ッ ト 」 と 「 既 得 権益 」 と を て 
ん びん に か け て の ブル ジョ ア 的 選択 
で あめ っ た 点 を お さえ て お か な けれ ば 
な ら な い 。 

これ に 対し 、 コ ペン ハー ゲン を 中 心 
に 活動 する アナ キス ト 、 ア ウト ノー 
メ 、 左 翼 グ ルー プ 、 ス クウ ォ ッ ター 
CES [NE] 占拠 者 ) ら は 暴動 決 
起 し 、EC 統 合 “NO!” Of 
を だ だ ぎ きつ おけ だ 。 
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A ム ガス マス ク を 装着 し た デン マー ク 機 動 隊 
アナ キス ト ・ ア ウト ノー メ 蜂 起 部 隊 に 実弾 を 乱射 する 私 服 警 官 レ 





SS XS 
日 夕刻 ご ろか ら 、 占 拠 住宅 の 多 
く あ る 市 内 北部 地区 を 中 心 に 道路 が 
次 々 と バリ ケー ド 封 鎖 さ れ 、 解 放 区 
が つく られ て いく 。 ま た 、 こ れ を 鎮 
圧 せ ん と する 権力 = 機動 隊 に 向け て 
は ブロ ッ ク 、 敷 石 が 投げ ザ つ けら れ 、 

「 こ れ が 我々 の 一 票 だ ! 」 と の 叫び 
が あがる 。 ま た 資本 の 象徴 で ある 銀 
行 、 あ る い は ベン ツ 、BMW な どの 
高級 車 に は 火炎 ビン 攻撃 が 容赦 な く 
加え られ る 。 炎 で 赤く 染まる 街頭 に 、 
bsoesdeeB は 6 SAIL iia ype ha 
-Ael F の シュプレ ヒコ ー ル 
が も まし で いる 。 

深夜 近く に な っ て 、 果 敢 な 攻撃 に 
修 退 を 余儀 な くさ れ て いた 機動 隊 が 
突然 、 挙 銃 発 砲 を 開始 し た の で ある 。 
SIL TLE CORGR (と は いえ 当 
た っ た 時 の 衝撃 は 実弾 と あま り 変 わ 
ら な い ) で あっ た が 、 い つの ま に か 
実弾 へ と 切り 替え られ た 。 TY] 

で は な く 直 接 、 暴 動 参 加 者 を 狙っ た 
狙撃 」 攻 撃 を お こ な っ た の だ 。 こ 
の 銃撃 で 少な く と も 12 人 の 仲間 が 重 
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傷 を 買っ て いる 。 (し か し 、 権 力 側 
に は 重傷 26 名 と いう ダメ ー ジ を 与え 
る 暴動 戦闘 で も っ た ) 。 こ れ が 来る 
べき EC の 正体 で ある 。 

翌日 、 デ ンマ ー ク 首相 ポー ル ・ ラ 
スム セン は 記者 会 見 を お こない 「 こ 
の 混乱 を つく り だ し た の は アウ トノ 
ー メ 。 ア ナ キ スト ら 、 プ ロ の 破 域 手 
義 者 集団 で あり 、 彼 ら は 、 事 前 に 綿 
密 な 計画 を た て て いた 」 と の コメ ン 
ト を 述べ 、 警 察 の 銃撃 を 正当 化し た 
の で ある 。 こ の 他 、E C 統 合 反対 運 
動 市 民 グ ルー プ 幹 部 は 、「 彼 ら ア ウ 
トノ ー メ ら と 我々 は 全く の 無関係 」 
な る 声明 を わざ わざ 発表 し て いる 。 
この 戦闘 で は 、37 名 の 仲間 が 逮捕 
され 、 う ち 18 名 が デ ッ チ 上 は け 起 訴 攻 
撃 を 受け て いる 。 権力 に よる 銃撃 弾 
EERU, E C 粉 砕 に 向け 国境 を 
越え た 連帯 で も っ て 闘っ て いこ う で 
は な いか ! 
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anti-Emperor movement gathered 
to have discussion about the 
further direction of struggle. 


@ 9, Jun / Tokyo, Kyoto 

The wedding ceremony of 
"Prince Naruhito; The 
Japanese state has been making 
campaign to enforce people to 
celebrate this wedding and 
Imperial family. Many actions 
were made by anarchists, comm- 
unists and citizen groups. Demo 
in metropole Tokyo. In Kyoto, 
radical students occupied Univ 


campuses and held self-lecture, 


and made directactions to 
hinder institutions to hoist 
Hino-Maru(=so called "National 
Flag’). Afternoon, anarchists 
and radicals joined a meeting 
organized by women s group, and 
made rally toghter. March went 
through main streets of town. 
"BETTER DEAD THAN WED!!!” 

(Photos; see page 4,5) 

@ 6~15, Jun / Kyoto 


1993 Jun~Jul 


Tokyo summit at many places. 
レ >Tokyo; Radical students and 
anarchist sutdent groups made 
rally at metropole where was 
under heavy police guard. 
>Kyoto; A rally organized by 
Citizen and leftist groups. 
[>Osaka; Activists held -the 
"People s Counter-Summit”. 
@ 11, Jul / Tokyo 

Protest rally and meeting 
against racism. Tokyo metropo- 
litan government and police 
closed Yoyogi Park where many 
foreigners, mainly Iranians 
were uSing, and arrested them 
as “illegal staying”. Most of 
them were deported. Demo has 
Started from Shibuya. Punk 
music was heard from the armed 
megaphone from anarco-punks’ 
“hard-core bloc’. Although cops 
tried to prevent foreigners to 


ANARCHY GOES ON !!! 
*% All articles are allowed to 
be reprinted among comrades. 


Demonstrations against ”U. S- 
Japan Security Treaty”. Radical 
Students (including anarchist 
Students) made 10km of rally. 
They joined other demo and 
meeting organized by citizen 
groups. Riot police reacted 
violently. But people s arm in 
arm march gave no opportunity 
for cops to arrest: 

@ 4~11, Jul / Tokyo, Kyoto, etc 
several actions against GT- 


join, they could do nothing 
against hundreds of foreigners 
who gathered and filled up the 
Place in front of Harajuku 
Station where march reached. 
People chanted "POLICE GO HOME! 
SMASH FASCISM!” By-passing 
foreigners made speech and 
censured Japanese state racist 
policy. (Photos;see page 1, 2, 3) 
@ 17 ~18, Jul / Kyoto 

Each regional activists from 





ARP settled a fax machine 
Number is ; 


+81/ 75-781-1253 


Telephone is also available with this number. 

The answering machine starts when the line is connected. 

If you want to send fax, just start sending. And if you want to 
leave massage, tape recording starts after beep sound. 
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